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三重県営サンアリーナ事業計画書の要旨 

申請者名 株式会社スコルチャ三重 

１管理経営方針 

■当社の企業理念 

 サンアリーナを集客交流、産業・観光活性化、地域振興の拠点とし、 

 伊勢ならではの『もてなしの心』を持って 

 ○県民には健康・文化交流の場として 

 ○県外からの来訪者にはスポーツ・文化県三重の標榜と地域観光窓口として 

 ○地域産業には経済活性化の基盤として 

 のお役立ちに努め、『しあわせ連鎖』の複合的相乗効果を創出します。 

■新５ヶ年に向けてのテーマ 

・これまでの経験とノウハウを生かした運営管理を軸に「三重とこわか 

国体」「三重とこわか大会」が成功裏に終わっていただけるよう全面サ 

ポートし、引き続きレベルアップした運営管理を目指します。 

■管理経営の基本方針 

「適正に管理する」基盤の上に、「であいと交流のステージを活性化 

する」ことこそが当社のサンアリーナ管理経営の基本方針です！ 

地域に根ざし、地域と連携し、地域への貢献を目指す当社が、サンアリ 

ーナという素晴らしい舞台で精一杯の持ち味を発揮し、成果の創出に挑 

戦します！ 

■企業の社会的責任 

 ・当社が定めた「企業理念」「コンプライアンス方針」「社員行動指針」 

「個人情報保護方針」を実践していきます。また環境配慮、社会的弱 

者への配慮や労働安全衛生にも取り組みます。 

２管理業務に関する計画 

■利用者の安全確保 

 ・職員の日常館内外巡視により整理・整頓と危険箇所の早期発見に注視 

  し迅速な処置を行い、事故の未然防止に努めます。 

 ・新型コロナウイルス感染症対策をしっかり実施します。 

■施設、備品等の維持管理 

 ・施設維持管理基本仕様書を遵守し、職員と委託契約に基く専門業者と 

  の緊密な連携の下に、巡視点検、定期点検、法定点検の徹底と障害箇 

所の迅速な修復を行い、適正な整備水準の維持に努めます。 

 ・自らも積極的に修繕費を投入する一方、大型修繕課題については県の 

LCC（ライフサイクルコスト）による対応が適切に実施されるよう県施 

策に積極的に協力します。 

■災害・事故等への対応 

 ・万一の事故、災害に備え、危機管理マニュアル等の整備と緊急対応体 

  制を構築するとともに職員の避難誘導訓練等を行います。 

 ・AEDや救急備品を整備し、救命技能を維持・向上します。 

■個人情報保護 

 ・個人情報保護法や県条例と併せ当社個人情報保護方針や規程を定め、 

  遵守していきます。 

３運営業務に関する計画 

■施設等の利用促進につながる取組 

・平成１８年４月より従前の時間帯料金制から、1 時間単位料金制に改

善し、また様々な割引・減免制度を拡充しました。これによりサンア

リーナという非常に大きな施設が、短時間でのご利用を希望される利

用者でも大変利用し易くなりました。引き続き本制度を運用し、あら

ゆる利用者のニーズに応え、一層の利便促進を図ります。 

・ホームページをスマートフォン利用者からも閲覧し易いよう改善し、

誘致促進につなげるとともに利用者のサービス向上に努めます。 

 ・「サンアリーナかわら版」を県内主要公共施設約 200箇所に引き続き配
置し、県民へ施設の PRに努めます。 
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・大手興行会社、中央スポーツ団体、県内各団体への直接提案を積極的 

 に推進し、従来以上に多くの大型催事の誘致の実現に努めます。 

■自主イベントを積極的に推進 

・自主イベントは、これまでサンアリーナと比較的疎遠であった幅広い 

 県民の利用機会を創出し、その中で地域との連携を深め、地域活性化 

や県外誘客・スポーツツーリズムに寄与する目的のもとに、今後も積 

極的に開催を続けます。 

■利用者サービス向上に向けた取組 

・スマートフォンやノートパソコンの利用者のため Wi-Fi環境を整備。 

・利用者からの声を反映し、ほとんどの会議室及び控室周辺にＬＡＮ端 

子を設置しインターネット環境を整備。 

・平成 18 年 6 月から開始したミニショップ（菓子、飲料、レトルト食

品、日用品、スポーツ用品等の販売）を引き続き運営し、利用者の利

便性向上に努めます。 

・催事（主催者）毎に当社の担当者を固定し、予約から利用完了まで連 

 続性を保ち、安心いただけるサポート体制を引き続き運用致します。 

■他団体、地域との連携 

 ・地域の団体等と協同し自主事業を実施し地域活性化に努め、大型催事 

  を誘致することで地域経済に貢献していきます。 

■利用者ニーズの把握と反映 

 ・当社では、ご意見箱の設置や利用者アンケートを実施することで利用

者ニーズを把握し、管理運営に反映させております。 

■成果目標の達成 

・誘致活動の強化、そして自主事業による集客を積極的に行い県の設定 

 した成果目標や自己設定目標ついて達成を目指します。 

４収支計画の積算の 

考え方 

■収支計画の積算の考え方 

 ・新型コロナウイルス感染症の収束が不確かな中、今後の収支を合理的 

に算定することは極めて困難な状況でありますが、当社で設定しまし 

た前提条件（ステージ 1～3）を基に「現在の予約状況」と「過去実績」 

をベースに算定。 

■コスト削減 

・3大経費である人件費、業務委託費、水光熱費の一層の削減や適正管理 

に努めます。 

５組織及び人員 

■職員の雇用形態、勤務体制 

 ・人員の確保及び採用に関しては「県内雇用」「正社員登用」「高齢者の 

 積極的な活用」を基本方針とします。 

・365 日・午前 9 時～午後 9 時の貸館対応を行うため、引き続き全職員

が 1 か月単位の変形労働制で勤務し、勤務日と休日のバランスの取れ

たシフト勤務体制のもと、効率よく施設の運営管理を行います。 

■職員の人材育成 

・普通救命講習Ⅰ（ＡＥＤ取扱訓練含む）を定期的に全職員が受講する

ように致します。 

・基本は自己啓発を奨めつつ、勤務意欲ならびに専門技能の向上を目指 

し、社内外の研修参加や資格取得に取り組んで参ります。 
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年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 備考 

収入合計 286,720 292,583 294,288 294,288 294,838  

内 

訳 

指定管理料 202,900 202,900 202,900 202,900 202,900  

利用料収入 60,610 65,318 71,500 71,500 72,050  

その他収入 23,210 24,365 19,888 19,888 19,888  

支出合計 286,545 292,358 292,193 291,993 292,623  

 


